
行 政 視 察 報 告 書

令和 5年 12煽 1渭

長浜市議会議長 中川 勇 様

長浜市議会議員  中川 ヅョウ

私が出席した次の行政視察の結果について報告します。

記

視察等名  令和4年度産業建設常任委員会行政視察研修

視察期間  令和 5年 11月 22日 (水)～ 11月 24日 (金)

視察場所及び目的

①福島県会津若松市
「ARを活用した観光誘客について」

②官城県仙台市
「防災意識の醸成と対策」

１

２

３

4.言周査内容感想等

・視察の目的令和 5年 ■月 22日 (水)14;00ん

令和 5年 11月 22日 (水)14;00～

会場 ;観光課、市内七日町、鶴ヶ城

「ARを活用したlT盛光施策」

・視察の内容

基本的な考え方

若松城は歴史文化と観光周遊を結びつける市内広域を活性化させるエンジンと

なる拠点を目指すと

鶴ヶ城がキラエコンテンツとして認識

長 浜 市 議 会



行 政 視 察 報 告

タンチパネル等で街中へ誘導

( No.2  )

■AR導入に至った経緯

七日町で音声▲Rを導入

会津若松市ナイ トタイムエコノミー推進協議会が主体

新型平ロナウイルス感染症時期に夜間観光コンテンツと導入。

店舗混雑情報システムと合わせて 40万円 エイベックス社の技術を活用

・ 周遊事業

「時を超えた新撰組 との出会い」～幕末に生きる男たちのも物語

新型コPナ ウイルス感染症時期に音声 AR導入、史跡とのミックス

ナイ トタイムエ平ノミー 夜間の回遊Jl生 を高める目的で活用している。

士

ゝ

内 50笛所 が 対 象

・ お城のリニューアル 年間 60万人

長 浜 市 議 会



、行 政 視 察 報 告

VR.ARを 導入、

( No.3  )

基本的な考え方
.

若松城は歴史文化と観光周遊を結びつける市内広域を活性化させるエンジンと

なる拠点を目指す。

来場される20代 40代の観光客を取り込むために実施

文化観光、春(秋が繁忙期となるがオールシエズン通して来場していただきた

い も

手法としてデジタルを活用 令和 4年度審査会で決定

文字等だけによる展示ではなく、映像音声を活用する

文献の焼失や文化庁への復元の難しさなども考慮している。

全国公募で 3者の応募があった。

・ 今後の ICTの活用について

話題性、効率性が良い

ICT企業が入居 している施設があるため、フィール ドを提供して 「バイオメ ト

リクス」を活用して東山芸妓の踊りを再現

アバターを得意とする企業ど連携して観光スポットでアバターを活用した案内

に挑戦する

市内企業の活用は必須

■インバウンド対策

長 浜 市 議 会



行 政 視 察 報 告

市内宿泊 25000人 、童ロナ禍を経て取 り組みを実施

( No.4  )

台湾、タイ、欧米をターゲット、

台湾…新潟空港を核に、仙台空港、新潟市、佐渡市、会津若松市 3市連携で観

光ネポットを結びつけて売り込みをしているも

タイ…ホス トタウン、現地の旅行代理店と契約をして直接売 り込み、現地 SNS

を活用

欧米…武家文化、お城、 「侍」コンテンツを活用してカムイさんに出演をお願

いヽし、プロモーション事業を現地で展開。

9月  台湾 160%、 タイ 50%、 欧米 30%

・ 二次交通

会津ぐるつとカー ド事業

近隣の市町村、鉄道、バス事業所と 2日 間乗 り放題事業を実施 大人 2720円

子供 1360円

観光 Maa占 事業 年間 5000名 が利用 紙カー ドで対応

今後はデジタル化を進める。

消費単価を上げる、オールシーズンを通して平準化を図る

教育旅行を月を指定してお願いする、ワーケーションなど平日需要を創出、取

り込みをしている。

長 浜 市 議 会



行 政 視 察 報 告 ( No.5  )

・行政視察の結果を本市に、どのように反映させるか

本市においても小谷城博物館のリニュ●アルを控えており、今回の AR以外で

も観光先進地の例を活用していきたい。

・視察の目的

令和 5年 H月 23日 (木)13:09～

会場 :震災遺構 荒浜小学校、名取市震災復興伝承館

「防災意識の醸成と対策」

・視察の内容

仙台市立荒浜小学校 (せんだいしりつ あらはましょうがつこう)は、1873年

から 2016年まで宮城県仙台市若林区にあつた公立小学校である。校舎は 2011

年の東 日本大震災で被災し損傷。2o17年 5月 より震災遺構として公開されて

い る 。

当時のままの姿を拝見し、語 り部の方に当時のことやこれまでの経緯について

説明を受けた。地震発生から避難、津波の襲来、救助されるまでの経過を写真

や映像で振 り返るとともに、災害への備えについて学ぶことが出来た。また、

荒浜地区の歴史や文化、荒浜小学校の思い出なども紹介されており、児童を津

波から守れた教訓や防災教育を各教室を分けて学ぶことができる。

長 浜 市 議 会



行 政 視 察 報 告 (No.6 )

1人も犠牲者を出さなかつた要因は優れた学校長だとお聞きした。 日々の教員

への防災意識の向上と訓練の必要性を痛感 した。

名取市震災復興伝承館では東日本大震災の記憶及び教訓を世界各地そして後世

に伝承して震災を風化させることなく、防災意識を醸成していくことを目的と

されている。これまでの多くのご支援に感謝し、語 り部や防災活動をする地域

住民と共に、自然災害に強い社会実現の一助になるよう取り組んでおられる。

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

防災意識の醸成の推進、震災後の防災への取 り組みは近年の災害激甚化を受け

てこれからの長浜市の防災体制整備に活用するべく今回の教訓を実践していく。

長 浜 市 議 会


